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１．２１世紀社会の変化に関する事項整理

２．２１世紀社会の姿

３．２１世紀社会のキーワードと下水道の関
わり方

４．下水道の使命

５．下水道の使命を実現するための手段と
支援体制

中長期ビジョンのアウトプットイメージ（案）

２１世紀社会の変化に関する事項のグルーピング

２１世紀社会の姿を考えるキーワードと下水道の関わり方

事項の抽出

グルーピング

２１世紀社会の大きなテーマ：持続可能な発展

２１世紀の課題の特徴整理：複雑化、相互関連、時空間的な
広がり
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２１世紀社会の変化に関する事項のグルーピング

２１世紀社会の様々な課題の特徴は、

その発生メカニズムが複雑化していること

ある地域の現象が他地域に影響するなど、相互に関連し、空間的広がりを有すること

次世代以降に影響が顕在化するなど、時間的広がりを有すること

２１世紀社会は、これらの課題を克服し、「持続可能」な発展を実現していくことが大きなテーマ
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２１世紀社会のキーワードと下水道の関わり

「環境」、「国民生活・社会活動」の視点から、２１世紀社会のキーワードを、発生抑制、循環、共生、
安全、健康、快適、活力とし、下水道との関わりを整理

その際、そもそも下水道とは、

人間・社会経済活動から発生する排出物を収集、処理、浄化する静脈機能を有し、自然環
境や生態系への負荷を軽減し、

自然現象である降雨等から都市を守るとともに、

それらを資源として、再生利用する動脈機能を有するもの、と整理

循環
循環



下水道の使命を実現するための視点

流域全体における取組の推進

国、都道府県、市町村、民間及び国民の責務の
明確化

下水道の新たな使命を円滑に果たすための負
担のあり方

関係機関との連携強化

オピニオンリーダー、市民団体、ＮＰＯ等との交
流・連携

役割分担と連携強化

法制度等の充実

水管理の視点からの取組推進

徹底した情報公開

地域の意向把握、合意形成

様々な主体との連携、協働

評価制度の充実

ハードからソフトへ

環境の視点からの質の向上

地域社会の視点からの質の向上

生活者の視点からの質の向上

水量・水質の一体的な管理

量から質へ

コスト構造改革の推進

整備と改築・更新投資のバランスの確保

アセットマネージメントの導入

安定的な機能維持



役割分担整理のイメージ

使命の性格、影響の程度・範囲等による役割の再整理

その際、それぞれの主体が自らの責任に応じた適切な役割を担うことに留意

民間活力の効果的活用

国の責務明確化

地方の自主性拡大

公物管理者の責務明確化

地域

広域

事実行為

公権力

広域重要水域の基幹施設、等

汚水処理普及、等

維持管理、等

規制、権力行使、等

下水道

流入

国民の排出抑制努力


